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２、大学入学共通テスト  プレテスト  
 
 高校教育改革や大学教 1811 育改
革と併せて大学入試改革が進められ










【第１問   問１の正解資料】  
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【第１問  問３】  
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「話すこと・聞くこと」 20〜30 単位時間程度「書くこと」 30〜40 単位時間程度となって、
「読むこと」は半分以上の時間が確保される。それに対して、「現代の国語」では、標準 70
単位時間のうち「話すこと・聞くこと」 15〜25 単位時間程度「書くこと」 30〜40 単位時間程
度、「読むこと」 10〜20 単位時間程度となって、「読むこと」の比重がかなり下がってい
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４−１  大阪府立東百舌鳥高等学校  桑原博美先生の授業  （第２学年「古典 B」）   2019 年











































４−２  大阪府立箕面高等学校  2019 年 9 月 
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４−３  私立関西大学第一中学校（大阪）  足立彩先生の授業（第１学年「総合的な学習の時
間：探究」）  2019 年 9 月 
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 2018 年 5 月に OECD の Education 2030 プロジェクトから、「 2030 年に向けた学習枠組み  







性 Volatility，不確実性  Uncertainty，複雑性  Complexity，曖昧性  Ambiguity)」（P.3）
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 VUCA の状況に対応する力が OODA ループ（観察  Observe・ 状況判断  Orient・意思決定  

































（IB：International  Baccalaureate、のち IB と略す）のカリキュラムではこの文学の扱い
が大きな比重を占めている。  
 「文部科学省 IB 教育推進コンソーシアム」が文部科学省からの委託を受けて 2018 年 5 月
に設立されている。日本の高校生の年齢にあたる DP (Diploma Programme)では、コア科目と
して、 Theory of Knowledge(TOK、知識の理論 )、Extended Essay(EE,課題論文 )、
Creativity, Action, & Service(CAS、創造性・活動・奉仕 )の３科目を学び、さらに、教科
横断的に組織された６グループ（１  言語と文学（国語）、２  言語習得（外国語）、３  個人
と社会、４  理科、５ 数学、６  芸術）の科目群のそれぞれから１科目ずつを学ぶ。「学習の
方法」 (approaches to learning)として、「探究 (inquiry)」→「行動 (action)」→「振り返
り(reflection)」のサイクルが概念化されており、その学習活動を通じて、「学び合う者た
ちのコミュニティー」が今日的な課題に取り組むように構成されている。  
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As university education reform, high school education reform, and university entrance 
examination reform progress simultaneously,  attention has recently been focused on university 
entrance examination reform. Moreover, it seems to be overheated deviating from the essence of 
how to measure the three elements of academic ability. Therefore, with reference to the trial 
survey (pretest) conducted in November 2018, the next course of study, the current social 
situation, etc., and the practice of high schools working on class reform, I want to suggest about 
the direction the Japanese language department should aim for. 
 
 
 
 
 
 
